



























































































































































































































































































































































　 今 回 使 用 し たFormsCentralは、Micro Soft 
WordによるForm作成前の帳票作成とPDF化、
Excelへのデータ書き出しが可能である。また、
PDF化したFormも、新しいバージョンⅩⅠでは
段落ごとの制限はあるが編集可能となった。送信
可能なFormの作成は簡単であり、文字数、改行
指定、フォント、ラジオボタン、チェックボタン、
計算など、入力書式の指定はメニューから簡単に
選択することが出来る。また、発信者に送信され
たアンケートは、自動的にグラフ形式に変換され
図３のように表示される。
　帳票の場合も、表形式で表示されると共に、必
要に応じて、入力された帳票として保管、印刷す
ることも可能である。教育場面では、試験、レポー
ト、提出書類として保存、各項目の組換えなど、
柔軟な使用が可能となる。
　
結び
　平成10年末、当時の文部大臣有馬朗人氏から、
「初等中等教育と高等教育との接続の改善につい
て」との諮問が行われた。この当時、大学への進
学率は50％を超えることが予想されており、大学
にはさまざまな履修歴を持つ学生が進学してくる
ことが予想されていたからでもある。翌年の平成
12年末には中央教育審議会から答申が出され、そ
れ以降、高大連携の重要性や諸課題が論議される
ようになったのである。その論議の中心は、選抜
試験を含む高大相互の連携であるが、本学で高大
連携が取り上げられても、大学の専門分野につい
ての理解を求める出張講義が主であった。大学に
おける自主的学修の重要性の理解を、高等教育の
側から一方的に求めたのである。平成20年度、21
年度に改定された新学習指導要領が順次完全実施
され、平成25年度には高等学校でも実施される。
３年後には新しい指導要領で高校を卒業する学生
が入学する年である。キャリア教育、協調学習、
表現力を重視した教育が行われていることを踏ま
えて、これらの学生を高等教育へスムースに迎え
入れて、実りある学修ができるような環境を整え
なければならない。その多様な連携、学生に対す
るきめ細かい指導を行う学修環境システムを実現
するためには、ICTの活用が不可欠である。
　今後、教育機関にとどまらず、企業でも、ある
いは個人でも、クラウドコンピューティングの利
用が高まることが予想される。それは、この十数
年来続いていた、コンピュータ投資への不満の表
れでもある。システム転換の柔軟性と、より高い
費用対効果が求められるようになったのであろ
う。このような状況は、学修環境の整備に明確な
システム展望が図れない本学のような場合、試行
錯誤が可能となるという点で有利ともいえる。
　今後、授業や演習においての活用にとどまらず、
さまざまな教育指導場面にクラウドコンピュー
ティングを導入し、その活用効果が明らかにされ
ることを期待する。
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